
 
TPM1000 トヨタ診断ソフト 
 
プリウスの ECB エア抜き⽅法 
(NHW20 型系) 
 
 
- 注意 - 
・ｴｱ抜き実施中はｼﾌﾄﾚﾊﾞｰ P ﾚﾝｼﾞでﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾚｰｷを 

効かせた状態で作業を⾏います｡ 
・ｴｱ抜き実施中はﾌﾞﾚｰｷﾌﾙｰﾄﾞをﾘｻﾞｰﾊﾞの MIN-MAX 

ﾗｲﾝの間を保つよう補充しながら⾏います｡ 
・ﾌﾙｰﾄﾞ⽸はﾘｻﾞｰﾊﾞ注⼊⼝にたてないようにして下 

さい｡ 
・ｴｱ抜き実施中にｱｷｭｰﾑﾚｰﾀ圧低下によりﾌﾞｻﾞｰが作 

動する場合がありますが､作業はそのまま続⾏し 
ます｡ 

・ｴｱ抜きを⾏うと圧⼒ｾﾝｻ異常などの故障ｺｰﾄﾞを記 
憶する場合がありますが、その場合ｴｱ抜き完了後 
故障ｺｰﾄﾞ消去を⾏います｡ 

 

1. ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｽｲｯﾁが OFF である事を確認し、
TPM1000 を⾞両に接続します。 

2. ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｽｲｯﾁを ON にします。（ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを
踏まずに、ﾌﾟｯｼｭｽﾀｰﾄｽｲｯﾁを 2 回押します） 

3. [ 診断 ] を選択します。 

 

4. [ TOYOTA ]を選択します。 

 

5. [ 作業ｻﾎﾟｰﾄ ]を選択します。 

 

6. [ ABS/VSC ]を選択します。 

 

7. [ ｴｱ抜き ]を選択します。 

 

8. 注意事項を確認し、[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押し実⾏し
ます。 

 

9. この画⾯表⽰中に、ｴｱ抜き作業をおこなって
下さい。 

 

- 参考 - 
･ﾌﾛﾝﾄﾌﾞﾚｰｷは、通常通りのｴｱ抜き（ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙをﾍﾟﾀﾞ
ﾘﾝｸﾞ、ﾌﾛﾝﾄﾌﾞﾚｰｷｼﾘﾝﾀﾞ RH および LH のﾌﾞﾘｰﾀﾞﾌﾟﾗｸﾞ
よりｴｱ抜き）を⾏います。 
 
･ﾘﾔﾌﾞﾚｰｷは、ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを踏み込んだ状態で、ﾎﾟﾝﾌﾟﾓ
ｰﾀおよびｿﾚﾉｲﾄﾞ駆動中にﾘﾔﾌﾞﾚｰｷｼﾘﾝﾀﾞ LH および RH
のﾌﾞﾘｰﾀﾞﾌﾟﾗｸﾞからｴｱ抜きを⾏います。 

10. ｴｱ抜き作業が完了したら[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押し、
[ ABS ｻﾎﾟｰﾄ ]画⾯に戻ります。 

11. [ NO ]ﾎﾞﾀﾝを押し、[ ﾄﾖﾀﾒｲﾝﾒﾆｭｰ ]まで戻り
ます。 

12. ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｽｲｯﾁを OFF にします。 

13. TPM1000 を⾞両から外します。 

 


